
発行：2018/4/1

黒石団地区自治会　区長:阪口隆利（文責）

AP

区長月報 3/1～3/31

市・黒石コミュニティ― 自治会会務（区長管轄）

文書回覧配布（定期便）　数字は文書数

日
(木)

市から その他から
特記

戸配 回覧 戸配 回覧

3/1 2 2 1

1 区報ふれあい

広報こうし

3/8 3 1

3/22 3 4 1

招待・来賓出席 自治会会議等（区長出席）　　

県・市施策説明等　　 自治会行事・助成団体等活動（支援）

市への申請業務

会計業務代行

県・市施策への協力

外部契約・調整

入会（転入）　　（敬称略） 転出（氏名省略） お悔み（訃報）

赤ちゃん誕生（なし）

★3/3 (東組) (65歳)

★3/5 (南1組) (85歳)

●3/12 (西組) (2人世帯) 南1組：1世帯

■3/2(金) 黒石原支援学校卒業式（高等部） 

■3/10(土) 西合志南中学校卒業式 

■3/3(土) 黒石ｺﾐｭﾆﾃｨ運営委員会 

■3/4(日) 黒石防災拠点センター説明会 ■3/3(土)～4(日) 地区総合防災訓練 

■3/11(日) 黒石ｺﾐｭﾆﾃｨ学習発表会 

■3/12(月) 保険審査ｻｰﾋﾞｽ事故状況現場確認 

■3/12(月) 要望書提出(｢ﾎﾟﾝﾌﾟ庫･電気庫｣管理指導) 

■3/13(火) 黒石原支援学校卒業式（小中部） 

■3/14(水)･ 夜間パトロール参加(歩き隊) 

■3/15(木) 夏祭り鉄枠転倒事故被害者見舞い 

■3/17(土) 新年度婦人部会 

■3/2･10･17･24 会計合同入力＋区長･副区長会 

■3/11(日)・18(日) 臨時役員会(総会資料審議) 

■3/22(木) 自主防災組織事業実績報告書提出 

■3/22(月) 区運営費補助金実績報告書提出 

■3/23(金) 西合志東小学校卒業式 

■3/24(土) 黒石ｺﾐｭﾆﾃｨ運営委員会総会 

■3/24(土) 会計事前監査 
■3/31(土) 会計本監査 

■3/25(日) 定例役員会 

■3/28(水) 積和不動産区費等請求書(ｱﾊﾟｰﾄ代納) 

■3/4(土)～6(日) 役員報酬給付 

■3/14～(随時) 部・助成団体会計報告 

■3/18～(随時) 決算書・予算書作成 

■3/8(木) 区長報酬請求書 

■3/18(日) 合志市市長選挙【無投票】 

学習発表会(下記)、運営委員会総会(下記)、及び､4/7 

(土)平成30年度ｺﾐｭﾆﾃｨ定期講座開講式について審議。 

(前日の準備は総務副区長・行事部長参加)黒石市民ｾﾝ 

ﾀｰの受講生が一年の成果を､ｽﾃｰｼﾞ部門15演目(舞踊･楽 

器演奏･演武･ｺｰﾗｽ等)を発表。同時に展示部門も開催｡ 

黒石防災拠点ｾﾝﾀｰについて市から説明。平成29年度活 

動報告･決算、平成30年度活動計画･予算、承認さる。 

身体的･知的ﾊﾝﾃﾞｨを乗り越えて15名が次のｽﾃｰｼﾞへ。 

35分要して262名に一人づつ卒業証書が手渡された｡中 

学の卒業は９年間共に歩んできた友達が別々の道を歩 

み始めることだ。送辞･答辞にその期待が溢れている｡ 

小学部９名、中学部11名が､一つの階段を上りきった。 

191名が卒業していく｡お馴染みの６年間を振り返る学 

年全員による構成詩もこの瞬間に思い出に変わった。 

市職員５名が来館、役員と防災訓練関係者29名を招集 

した。体育館は残し、市民ｾﾝﾀｰの研修棟機能がみずき 

台ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ東側に移設して拡充され､防災機器や備蓄食 

が常備される構想｡消防車庫の改修が自治会への宿題｡ 

2/23に発生した、夏祭り舞台用鉄枠の倒れによる通行 

人の下敷き骨折被害の自治会保険適用に関する第三者 

機関の調査に協力。かなり詳細に質問を受ける。被害 

者情報は本人の承諾を得て(下記)から報告した。 

手術後のリハビリ療養中であったが面会できたので、 

上記について説明し保険審査がある旨をお伝えする。 

(24日～)来年度新会計長（候補）に７種の台帳・帳簿 

の関係、及び、データ入力要領を伝授する。 

部長・副部長・会計の選任。その後、区への要望等を 

お聴きする。行事部と婦人部の一体化や女性＝賄いの 

考えを改めるなど、前向きな提案があった。 

(18日～)来年度新組長を招集。決算・予算の審議から 

自治会活動理解を図り、業務引継に活かしてもらう。 

防災無線は予約していたはずの発災放送の音声が流れ 

ず(チャイムだけ)急遽、自前放送設備を代用する対応 

をとった。本部長としては、組長や関係者の集合状況 

をみて本部設置を宣言する。その後、安否確認の報告 

や突発対応に備える。今年は、試みとして、他の区長 

を任意参加の案内したところ５～６名来館された。 

役割に基づいて組長・副区長・防災顧問・公設消防団 

及び泉が丘消防署員がそれぞれの持ち場を運用した。 

下期分を準備し給付。前会計長へは月割り・日割りの 

案分額を支給する。監事は監査日にお渡しする。 

各団体の任意の帳票（収支のまとめ）による報告書を 

受領し、余剰金がなければ上限額で清算する。 

決算書は一覧表式の帳簿で、関数により最新データを 

反映させているので備考欄に差異や明細を記入する。 

会計長の辞任に対する役員会の対応、三副区長制や事 

務所の移転(区長宅→公民館)の効果など業務監査中心 

に指摘助言を得る。ゆうちょ銀行の利子計算で見直し。 


